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助手犠皐士山根 祷記

第 1例J 前CH'O。29歳ノ女子。虫、

遺体的関係。祖父（父系）脳溢胤デ、祖母（父系）胃痛デ死亡、叔母＝精神病ア病ムモノガ

アル。

既往症ο 幼少ヨリ健。 7年前＝子官疾患ガアツテ手術アウケグコトガアル。吏＝、一昨

年12月末＝高熱、下腹部ノ疹痛ト腫張ア 31＜：シタガ子；＇（~；疾患トシテ手術ヲウケ症耽ガ去ツタ。

泊ヤ煙草ア暗マナイ。花柳病ハ宿否シテヰJレ。

現在症。今年8月初メ頃カ ヲ右腰部及ピ右腹側部＝佐怠感ト必iE4市ア来シ、右腹側部＝腫！tjj

ノアJレコト＝気付イタ。更＝同月中旬頃カラハ午後 3時頃＝ナルト悪感戟f栗ヲ伴ツテ熱費

シ、排尿頻教ガアリ、同時＝尿ハ白色 ＝＝－i昆濁シ、又夜尿ガアツテ食慾不振トナ P、全身＝

倦怠ノ感ガ起ル様エナツタ。 ソレカラ 8月中ハ旬日38度内外ノ熱琵ガアツタ臼又上述ノ服

務ハ漸次＝増大シテ今日＝及ンデヰル。長近ハ食慾附良好トナリ、倦怠感モウスラヒグガ

向排尿頻敢ガアル。

現在所見。鰹絡中等、’託主;fj1J不良、皮下脂肪織貧、皮膚秤j蒼白、淋巴腺ノ腫張セルモノ

ハ何庭＝モ無イ。服醇正朝、緊張及ビ大サ尋常。顔面＝＝－X・I筒ノf[J；ナク、呼吸モ安静、心嚇

＝異常ハナイ oIWハ右下葉＝於テ前商ハ打診的＝短、報音ヲ開キ、背部ハ打診的＝短、呼

吸音ガ弱イ。背柱、4 肢＝ハ異常ヲ見HIサナイ。

局所々見。腹部＝ハ文痕多数＝ア］＼，c下腹部ノ1U(1紘＝疲痕ガアルガ之ハ前＝手術ヲウ

ケタ時ノモノデアル。皮虜＝異常ノ着色無夕、血管ノ依張シタモノモ認メナイ。燭診スル

＝右側季助下部 .＝.1ツノ腫揚ガアツァ、上ハ肋骨弓内＝隠レ、下ハ隣ノ高サ、内方ハ；白側

直腹筋ノ：外縁＝及ンデヰル。ソノ上ノ皮！丹＝温帯1ノ上昇ナク、形ハ卵固形デアツテ、腫場

ノ表国iハ平滑デアル。 i5t'nr吸ヲ命：；テモ殆ンド動カナイ。開力 'I:~！：硯デ波動ハ不明、側方カ

ラ frl'1迫スルト疹痛ア~Jf ヘ ノレ。

尿所見。淡黄色、酸性、混濁シ、蛋白担陽性、他ノ系的成分ヲ合マナイ。沈澄＝ハ白血

球及ピ赤血球多ク、叉大腸菌モ多数＝見ラレ‘蹄枕上皮細胞モアル。

血液＝ハ異常庭見ガナイ n

勝枕検査所見。粘膜ハ柿阻デ、色ハ尋常、血管モカナリ＝明ラカ ニ見へ、何底ユモ潰楊

ハナイ。只右側除尿管：口ヲ r（~心＝小指頭大ノ官官ハ共色梢i炎ヂ且ツ輸尿管口カラ股ガハミ出

シク桜z ナツテヰノレυ 総尿管口ハA：ずJ割前ノ位置＝アリ、形ハZとハ雫常、右ハilk~ ノ話＝好
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ク見へナイ ω 「インデイゴカルミン」試験ノ結果ハ左側デハ 8分デ排1世ガ始マリ 12分デ強ク

ナルガ、右側デハ30分間猷察シテ居タガ上記ノ膿量ガ多少増シタノミデ「インデイゴカル

ミン j ノ排t世ハ見ラレナカツタ。

サテコノ腫揚ガ腎臓ノモノデアルコトハ日rnラカデアルガ．如何ナルモノデアルカトイフ

＝、尿~11 ニハ大腸＆.iダケデ、結核l岩ガ詮明セラレナカツタガ、肺＝ハ多少ノ結核性費化 ·Jl

アリ、又尿ニハ上~ノ様＝由、赤血球ガ多ク、蛋白モ陽性デアル、叉腫場モアリ、 f:j：日 f.~！

ガtHル。之等ノ．貼ハ最モヨク腎結接＝アテハマ J¥,n 

腎臓結桜ノ時z ハ腎！臓＝於ケJレ結核性ノ i境化ガ極ク僅デアツテE.K ＂＇－ ハ肉Ill~的ユハ殆ン r

混濁ア見ナイ様ナ極ク主主期ノ時代デアツテモ沈法ヲ鏡検スレバ白血球ヲ詮明シ符ルモノデ

アル。白lチ腎結核ノ際＝ハ必ズ常＝現レテ来Jl. 症t{)＼デアル、唯ソノ；Eガ少イ場合ガ~イ J

デ注意サレズ＝経過ス ILコトガ多イグケデアル。共他ノ症！｛）＼.＞、甚ダ不定デアツテ時トシテ

ハ比絞的早期＝出現シ、時トシテハ全ク快如スルコトアルモノ、若クハ末明＝近ヅカネパ

Iii現セヌ様ナモノバカリデアル。例ヘバ

1 癌痛。此レハ草食尿管＝出場ガ出来、共周国ノ浸i閏ノ；馬＝狭窄ヲ起シタ時＝始メテ、

輪以＇f'i＇ノ収縮ノ魚ヌ＝惹起セラレルモノデアルガ、時トシテハ輸尿管＝其様ナ壁化ガアツ

テモ少シモ疹痛ヲ起サズエ居ツテ、只脇’脱＝潰揚ガ出来タ時＝ナツテ始メア現レテラド；ルコ

トモアルコ

1 血b氏。此レハ腎乳興部＝崩壊ガアツテ共庭ノ血管ガ侵蝕セラレタ様ナ場介エハ比！［交

的王子ク現ハレテ来ルコトモアルガ、又反射＝腎臓ノ大部分ガ崩壊シテ居ツテモ起ラズシテ、

唯仏核ガ跨庇へ進シデ潰揚ヲ遺ツテカラ始メテ出現スル校ナコトモアル。

l 腫楊。腎臓部＝腔揚ヲ燭レ；t.-様＝ナルノハ大低末期］＝近ヅイタ時デアル。此時期＝

ナレバ他ノ症t{}；ょモ著明＝ナツテ氷ルカラ診断ハ大抵確買＝ナルモノデアル。

1 熱費。此ハ結核ガ腎臓ダケニ限局サレテヰル問ヘ苦：グ締ニ来Jレモノデアツテ、唯混

合停染ア起シタ後三ナツテ現レテ米ルノガ普通デア；J,,。共故＝熱ノ：有f日tデ結段ノ千TJ.. 

E主スルコトハ勿論rn冴4ナイ Q

1 蛋白尿c少量デアルガ大抵ハI見ハレテ来ルモノデアル。大量＝アル時ハ却ツテ他ノ

腎炎ヲ想像セネバナラヌ Q

以上述ベタ諸症候ノ中デコノ忠者ハL氏＝白血球ガ多量＝出デ、 fな赤血球及ピ蛋白ア諮問

シ、又熱費アwヒ殊＝艇場ヲ偶レJl.コトガIH釆ルカラ、腎結緩＝此モ良ク埴合ス JL。而jカ

モ結該トスレメノ三分末期ノモノト;Y,・へネバナラナイ。尿r:i』大腸i岩ノf了在ハ腎結接ヲ否定ス

）＼，材料トハナラナイ、利トナレバム・子デハ此＇ t't-i7l在易＝脱：脱内へ侵入シ、大腸菌脱＇ID\;~をア

起シ l~｝ルカラデアル。 Pftlj'f-i')Jt系ト診断シテ不安＝感ゼラ ｝J,, ルコトハ、 }Jj\r[.t ＂＇－結緩胡ノ i詮！”



磯部、 1trt良．？手私有臨床議議

セラレザリシコトト、勝脱検査ノ結果、斯カル末期＝近キモノデアル＝モ拘ラズ、脇：脱内

＝少シモi員・揚等結核性ノf変化ヲ見/IIシ得ヌコトデアル。

然シX線検査＝依ツテ直ヂ＝診断ハ確定ヒラレ夕、 Elllチコノ忠者ノ右側ノ腎孟＝相首ス

ルトコロ＝揖指頭大ノ結石ガ登見セラレタ。デアルカラネ；例ハ如何＝腎結核ノ症J伏ガ揃ツ

テ居ツテモ確定的ニ腎結石症ト診断ピラルぺキデアル。

第2例古O政0。3G歳ノ男子。無職。

遺停的開係。特＝述ベルモノハナイ。

既往症J 大.IE12年跨！此結石ヲ病ミ手術ヲウケグ口翌 日年＝右足関節俊府L質斯ヲ病シ

グν昭和 2＇.年＝右側腎結石ア病ンデ腎刷出乎術ヲウケタ。酒アP蓄し花柳病ハ拒否シテヰル。

現在症。本年 6月初メカラ食慾不探トナリ、全身＝｛在意、感ガアツテ赤イ尿ア排池スル様

エナツタ。 7月初メ＝右側腰部＝荊痛ガ起ツテ、店時＝茶褐色ノ尿ア掘池シ且ツ蛋白ヲ詮

明シタ。コノ荊1高ハ屡々起ルガ大抵ノ場合ハ恒クテ、注射アセネバナラヌ様ナ強イノハ 2

回ダケデアツ夕、又何底＝モ放射セズ、且ツ長クモ 1時間位持続シテ止ンダ。熱費感、尿

店、頻教ハナイ p

局所所見。引ーニ述べJレ程ノ鑓イレ、 1ツモナイ。

b長所見。黄色、透明デ、酸性、比重1020. 蛋白ソノ他ノ病的成分ア認メナイ。

lfJi脱鏡検査所見。相膜＝蟹化ナク血管モヨク見ヱ、脇ー此ー三角部zモ援化ガナイ。 λ；－心．：

尿t言2口ノ位置及ビ青5ハ零〈常、何庭＝モ改場ナク、腎砂ノ如キモノモ見ヱナイ ν「インデイゴ

カルミン」試験ハ右カラハ12分デ狐ク排If'.サν、左カラハrnナイ。

エ融検査J 明ラカナ結石ハ見ヱナイガ、腎孟＝相官スル所＝何＝ヤラ大豆大ノ「ポンヤ

H」シタ滞イ影ガ見ヘルω

傍テ本初t，、現在＝於テハ陽性ノ所見ガ殆ンド無イガ、既往＝於テハ血尿、荊痛、及ピ尿

Ji昆濁ガアツテ、腎結石症ノ際＝来ル主要ナ臨床上ノ症状ガ揃ツテオルカラ、残留せル左

腎＝又モヤ結石ガrn’来タモノト思ハ＼／ル。

今試ミ＝腎結石ノl際＝於ケル臨床上ノ主ナル症欣＝就テ主!i;ペテ見ン＝、先ヅ

l 疹捕。 定型的ノ時＝ ハ腎臓ノ部位＝強イ f~i痛ガ起ル。ヨレハ事長尿管ガ結石ノ鱈＝閑

＊サレテ腎内!Mガ急：激＝上昇スルカ、叉ハ結石ヲ排IHスル話メ＝草食尿色：ガ強クi伏縮スJI,..筒

メ＝起ルモノデ、カカル荊痛護作時エハ屡々思惑慨深ヲ伴己、服捕小且ツ頻トナリ、呼吸

ハ促進シ、顔面蒼白トナリ、冷汗ヲ流シ、鎮痛剤ノ注射ニ依ラネパ耐ヘラレヌコトガ多イ 。

f,',Jヵ、 JI,..荊妬ハ屡々松駅管＝沼ヒテ肪昨、地頭、 l段答、時エハ大腿＝放射スルモノデア

ル。然シ結石ガ腎孟内＝アツテ、結ヘズ多小ヅツ勤キ 、粘膜ア刺戟シテヰル松ナ時＝ハ、

カカル定型杓ナf~I痛設作ハ虫＼~ Jテ、 nj凶t7Ffiトカ、盤迫スル十；Lナ些！市ガポ」：、品（l'・J＝腰部攻ハ肋
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骨弓部＝限局シテ起ルコトモアル。上述ノ荊痛及ピ1さ痛ハ何等ノ誘因モ無クア，告激＝設作

性＝起ツタリ、身謹ノ運動トカ、局所ノ~迫トカ＝ョツテ起ツタリ、叉ハ既＝起ツテヰル

鈍痛ガ之等J：属メ＝阻クナルヨトモアル。市シテ之等疹痛ノ強サ、頻度及ピ種類ハ、結石

ノ大サ、形、位置、尿ノ；管積；lk態、及ピ感染ノ程度等＝依ツテ色々＝影響ザーレルモノデア

ルカラ、第2例ノ様＝現今疹荷ガ全ク無イカラト言ツテ、腎結石デナイトハ言ヘナイ。

1 血尿。之ハ嬬徴鏡的エハ常＝尿11~ ＝赤血球ヲ誼明スルモノデアノレガ、荊姉ノ，後三ハ

概シテ強度ノモノガ現ハレJL-。f占I身髄ノ運動等＝ヨツテ槍量スルコトモアル。

ソノ他、蛋白ハ一般＝少量デアツテ、細菌感染ガアレバ増量シ、且ツ股ガ／H1v様＝ナル。

腎結石＝感染ガ無イ時ニハ輩＝排尿障害ノ：昂メ＝腎7K腫ヲ起シタリ、又細尿管ノ萎縮或ハ

間質結締組織地殖等ヲ起シテクル。然シ会ク感染ノ無イ腎結石トイフモノハ稀デアツテ、

感染ガ起レバイヒ膿性腎孟炎、腎孟腎臓炎、腎臓周国炎、腎膿臆〈問拶J性及！羽率性〕ヲ起シテ

クルモノデアル。印チ第1例ノ如キ紋態トナルノデアルO・

:.:・x線検査ア行ツテ結石ガ見付カレバ診断ハ最ーを確カデアツテ、之ノ陰性＝出ル率ハ10%

（キユシメル）－2%ト言ツテヰルガ、 之ハ将来X線技術ノ設建トヲヰュ、更＝tlfi少トナルト

思フ。一般＝穫酸盤結石ガ最モ濃クウツルモノデアル。

結石形成ノ誘因トナルモノハ繊維素、上皮細胞、粘i夜、腿、細菌、異物ノ；存在等デアル

ガ、結石ガ如何＝シテ形成セラルルカト言フコトニ開シテハ色々ト設ガ多イ。然シトエカ

ク尿ノ成分＝饗化ガ起ツテ、結石＝ナル様ナ成分ガ多クナツタ時＝平JガIH*1i..モノデアル。

伊jヘパ尿酸素質ノ時＝ョク生ズルコトガ知ラレテヰル。ソウ言フ課デアルカラ腎結石ハ南

側＝来ルコトガナカナカ多イモノデアツテ、腎結石ハ何時デモ雨側＝来ルモノデアルト言

フ極端ナ人モアルf11:ヂアル。共故＝腎結石ノ時＝ハ必ズ岡側ヲ検査セネバナラナイ。第 2

例ハ既＝右腎ヲ結石ノ錆メエ別出シ、今又、五腎＝結石ガ出来タ様デアJレ。

結石ノIDハ生クタ場所、化努的成分等＝ヨツテ決ルモノデ一定デナイ D 一般＝腎孟＝Hi

＊ルト大キク、又メLイコトガ多イ。向結石ノ大炉、及ピ数モ色々デアル。

療法。結石ノ形成＝ハ素因ノ閥奥スルコト大ナルモノガアツテ前illノ様＝開側ニ来ルコ

トガ多イカラ、軽卒ニ腎剃出乎術ヲ行ツテハナラナイ。原則トシテハ腎切開術、若クハ腎

孟切開術ヲ行フペキデアル。 i持切開術ハ後＝尿癒ヲ作ル菱ガ比較的少イガ腎機能ヲ害スJレ

コトガ多イ。反封＝腎孟切関係Iハ尿癒ヲ作ル憂ハアルガ腎機能ヲ害スルコトガ少イカラ、

第主例ノ扱＝腎ガ只 1側シカ無イ時ニハ腎孟切Jf：術以外ノモノハ行ヒ得ナイ 0 3(第 1例ノ

桜＝腎ガl股腔j伏トナツテ、既＝共住建能ノ大部分ヲ失ツテ居ル様ナ場合＝子、特別H＼術ヲ行ア

ブJガm：モ良イ。


